
つながりマップづくりを通じた、地域の生活支援活動づくり（中土佐町） 

支えあい・助けあい・語りあいのあるまち 
 

（平成２５年度の目標） 
 あったかふれあいセンターの「訪問」「相談」機能を活用し、つながりマップから発見された地域で「気になる人」「つな
がりが見えない人」に対してアプローチする。つながりマップから発見された地域で「気になる人」「つながりが見えな
い人」の変化があった時、地域から情報が入る。小地域ケア会議からでた意見をもとに学習会（勉強会）を実施し、生
活支援のための見守りネットワークづくりにつなげることができる。町浜分と郷分で、どこにもつながっていない人（？

の人）を把握してその状況が確認され、定期的に更新作業が実施することができる。つながりマップから住民とともに
地域で支援が必要な方の実態を把握し、日頃の見守り活動や、必要な支援につなげる仕組みができる。小地域ケア
会議を定期的に開催し、地域で気になることを話し合い、「みんなでできそうなこと」に取り組むことができる。  

 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

① 区町村名 中土佐町（上ノ加江） 

② 人口（※１） 中土佐町 7,790人 上ノ加江 1,276人 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

65歳以上（3,032人）高齢化率 38.9％ 

75歳以上（1,887人）高齢化率 24.2％ 

65歳以上（588人）高齢化率 46.1％ 

75歳以上（401人）高齢化率 31.4％ 

① 取組の概要 上ノ加江アクションプラン 

①あったかふれあいセンター「寄り家」の有効活用 

②つながりマップをつくる  

③生活支援のための見守りネットワークづくり   

⑤取組の特徴 

 

社協、行政が地域担当制をとり、あったかふれあいセンター「寄り家」と地域

住民とともに、つながりマップづくりを通じ、地域課題を見つけ、生活支援に

向けた話し合いや気になる人のフォローなどを行っている。 

⑥開始年度 Ｈ２３年度地域福祉計画作成時実験事業として開始 

Ｈ２４年上ノ加江アクションプランとして続行 

⑦取組のこれまで

の経緯 

Ｈ２３年地域福祉計画作成の中で町内４ヶ所の実験事業のうちの一ヶ所 

 

⑧主な利用者と人

数 

（あったかふれあいセンター「寄り家」主な利用者高齢者人数 １５人/日） 

つながるマップづくり：地域住民、１０～１５人 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

社協、あったかふれあいセンター寄り家、健康福祉課、地域包括支援センター 

地域住民 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

社協・健康福祉課・地域包括支援センターがそれぞれに地域担当者を決め、あ

ったかふれあいセンターと共同し事務局としている 

 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

福祉保健所、高齢者福祉課より助言 

⑫取組の課題 つながるマップづくりを通じて地域課題を把握し、住民レベルでできることを

模索している。同じ地区内でも町分、郷分の地域課題の違いへの対応 

⑬今後の取組予定 上ノ加江地域を３地区にわけ H２５年山内・大川内地区、H２６年押岡・笹場・

小草地区にてつながるマップづくりを通じ気になる人や地域課題を探り住民と

ともにできる事を小地域ケア会議にて話し合っていく。 

⑭その他  

⑮担当部署及び連

絡先 
中土佐町健康福祉課 0889-52-2662、地域包括支援センター 0889-52-3352 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

高知県 

 

 


